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Preservation of Cultural Heritage in Myanmar
ミャンマーの文化遺産保存
日程：2011 年 5 月 21 日（土）
場所：世田谷キャンパス 中央図書館 4 階 AV ホール
講師：Nu Mra Zan（ミャンマー文化省考古・博物館・図書館局次長）
コーディネーター：土佐 昌樹（国士舘大学 21 世紀アジア学部）
ＡＪフォーラム 20
本日はわが国の状況をお伝えするため、3つのトピックを用意してまいりました。まずは序論とし
て、わが国の基本的な歴史と文化財の状態をお話します。次に先史時代及び有史時代の文化とミャ
ンマー文化省の政策について、最後に考古学局の主な課題について発表します。 
先史時代の文化としては、ミャンマー北部のドゥン・ポンニャー（Pondung-Ponnyar）地区で類
人猿の化石が見つかっています。この調査は国外の研究機関とともに行われました。石器時代にあ
たるアニャーディアン（Anyarthian）文化の遺跡は英国植民地時代に発見されています。英国の研
究者がミャンマー北部のアニャー（Anyar：上ビルマの意味）を調査し、その地域特有の旧石器時
代の石器を発掘したのです。こういったことから、４千万年前から石器時代に至るまでという幅広
い古代の文化が、アニャーだけでなく中国の国境に近いミャンマーの様々な場所で花開いたことが
わかります。
シャン地方のパダリン（Padalin）洞窟では、太陽、人間の手のひら、牛や子牛などといった岩窟
壁画が発見されました。炭素14によるテストを行い、それらが新石器時代に当たる13,400年ほど前
のものだということが分かりました。モン（Mon）州及びカレン（Kayin）州にも同じような洞窟が
あります。残骨などを含めた青銅器時代の文化遺産は、ミャンマーの北部を中心にいたるところで
発見されています。
紀元前の時代にも、ミャンマーでは王国や都市が存在していました。その後、ピュー（Pyu）族
の街が歴史に登場します。金製の文字盤など多くの文化財が、フモーザー（Hmawzar）のシュリク
シェトラ（Srekhestra）といったミャンマーの中心部で発掘されました。こういったものからも、ピ
ュー時代にはすぐれた文化があったことがわかります。ミャンマーには現在100以上の民族が住んで
いますが、ピュー族といわれる人びとは存在しません。彼らの文化が当時非常に高かったことを考
えると、とても奇妙なことです。他には10cmから12.5cmくらいの大きさで、踊り子や楽隊を模した
5つの小さな青銅製の像などが見つかっています。これらはつまり、1000年以上前のピュー時代から
ミャンマーに既に芸能が存在していたということを示しています。その他にも、宝石がちりばめら
れた金細工やブレスレット、竜の飾り物、焼き物などが見つかりました。ここからもいくつかの事
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が指摘できます。例えば、多くの発掘現場で銀製の硬貨が発見されましたが、これはピューの城市
の間で貿易が存在していたことを示唆します。いくつもの種類のパターンは、他の国々と関係して
いたという証拠になります。様々な色違いのビーズは、この時代に高い職人技術があったことをう
かがわせます。
ピュー時代には宗教は存在しなかったといわれてきました。ですが、青銅製の仏像や坐像といっ
た多くの宗教的な工芸品が発掘され、その説を覆しています。そういったものは現在とは形が違い、
また古い城市でしか発見されていませんが、これらによりピュー時代からわが国に仏教が存在して
いたことが分かりました。
ピュー時代を過ぎると、バガン、ハンタワディー（Hanthawady）、コンバウン（Kongbung）と
いう3つの有名な王国が出てきます。これらの中では、石や漆喰の彫刻といった工芸品だけでなく、
数にしても大きさにしても群を抜く宗教的な建造物を有するバガンが最もよく知られています。ダ
マヤンジー（Dhammayangyi）は特徴的で巨大な建築で、他とは違い傘蓋がありません。寺院の上
部に傘蓋をつけることは上座部仏教の伝統ですが、考古学局は、考古学的な遺跡として展示するた
めに、ダマヤンジーには傘蓋を配さないことにしました。金箔など他の装飾についても同じです。
ダマヤンジーもそうですが、他の寺院もそれぞれ管理組合を持っていて、そこが傘蓋などの装飾に
募金したいと申し出てくるのです。けれども考古学局は、寺院を考古学的に保存するため、それら
を禁止しています。
仏教の信仰からいえば、一度取り付けられたものは撤去してはいけないことになっています。こ
れがバガンが世界遺産に登録されなかった理由かもしれません。バガンは多数の修復を繰り返して
きました。それは、仏塔が何層にも覆われていることを見れば明らかです。1975年の地震で、多く
の寺院や仏塔が被害にあいました。壊れて現れ出た内部にはいくつもの層があって、古代から幾人
もの王が修復や増築を行ってきたことがわかったのです。王たちは、それぞれのやり方で寺院を維
持してきました。例えば、最も有名なシュエダゴン（Shwedagon）仏塔は、現在は300フィートほど
ありますが、最初はたった1フィートくらいの大きさでした。このような仏塔はバガンで多数見られ
ています。損傷がひどすぎる場合には、同時代の建築を調査し、同じような形状をもって修復する
ことにしています。
考古学局には大きく分けると6つの課題があります。第一は調査と分析で、これにはバガン地域な
どの発掘や保存を含みます。第二にビーズや焼き物など工芸品の収集があげられます。第三には修
復と修繕があり、例えば他に類のない特徴を持つバガンのパヤートンズ（Payathonzu）寺院の修築
などがこれにあたります。第四に展示と広報です。これらを促進するために、青空ミュージアムと
考古学博物館を公開しています。第五には保護と防護があり、多くの修復作業が考古学的工芸品に
対して施されました。第六の課題は展示と研究で、現在建築中の首都ネピドーの新しい博物館など
が含まれます。
